
学校で守るべき新型コロナウイルスの防疫心得
 新型コロナが疑われる症状(発熱37.5℃以上、咳、喉の痛みなど)がある場合は
ご両親と先生に知らせ、選別診療所で診療と検査を受けるようにしましょう。

いつでもどこでも正しくマスクを着用すること

学校の日課の時間
にはいつもマスク

を着用

万一に備えて予備
のマスクを用意

マスクは鼻と口が
露出しないように
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に消毒し、できる
だけ個人の物品を

使用する

机を毎日消毒する

こまめに窓を開け
て十分に換気する
(1時間に1回以上)

休憩時間

流水と石鹸で丁寧に手を洗い、(運動後
休憩時間、食事前など随時)
不必要な移動や接触は自制する

給食時間

食事の前には発熱
チェックと手指の
消毒をする

配食を準備してい
る時には適切な間
隔(1m以上)を維持
し、会話しない

食事の直前にマス
クを外すようにし
食事の直後に着用

食事は静かに指定
された場所で

下校時間
下校後はまっすぐ帰宅する

●学習塾でも学校と同じのように
防疫心得を守る
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